
































































創力が稼ぐ時代』（ウィズワ クース社・2015 年）。『経営に生かすSDGs 講座』（環境
新聞社・2018年）。笹谷秀光公式サイト：発信型三方良し（https://csrsdg.com/）































































































































































Development Goals：MDGs）の後継として SDGs が
まとめられた。
SDGs は MDGs と次の相違点がある。①途上国の
開発問題が中心で、先進国はそれを援助する側という

































































1ESG 投資が加速し事業会社には SDGs の実践を求














5大学、消費者、NPO ／ NGO の勉強会もひっきり
なしにある。特にミレニアル・ポストミレニアル世
代の反応が早い。












に PRI に署名し、ESG 投資の推進を明確化したこと
である（図表5）。




























記しているように、ビジネスの SDGs と ESG は「裏
腹の関係」にある。ESG は投資家のチェック項目、
SDGs は事業会社の To Do リストで投資家はその実
行を評価要素としている。








ESG と SDGs は体系化がマテリアリティ選定とい
う経営の重要事項の洗い出しにつながっていくので重
要である。
経済産業省は「SDGs 経営／ ESG 投資研究会」（座長：
伊藤 邦雄 一橋大学大学院 経営管理研究科 特任教授）
を立ち上げた（昨年11月26日）。
事務局説明資料（2018年11月経済産業政策局産業








資金課 PDF）の22ページに「（3）ESG と SDGs の関係
②　笹谷秀光氏（伊藤園顧問）による相関整理　」と
して「笹谷マトリックスモデル」が紹介された（図表8）。




































































































「Society 5.0」の事例では、ICT 企業の NEC ネッツ
エスアイ社の代表的なソリューション「エンパワード
















































































































・ 企業は、本業 CSR と共有価値の創造の両刀使いで
新たな競争戦略を目指す。
・ 自治体は、企業などの協創力をうまく生かし「稼ぐ
力」を付ける。
・ 各関係者は、一丸となって協力し「協創力」を発揮
する。
SDGs の浸透などが重要となっている現在、日本に
はもともと「三方良し」のようにサステナビリティの
源流があったという事実は、日本人にとって励みにな
るのではないか。
発信力と気付きにより関係者が連携し共有価値を生
む時代の到来だ。「発信型三方良し」による「協創力」、
それが日本創生の要諦である（図表9）。
三方良し
三方良し
図表9　発信型三方良しとSDGs 経営のポイント
